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	３月14日に３回目の町長交渉は、午後３時30分から始まり、午後９時40分に終了という６時間に及ぶものとなりました。

先週11日の町長交渉の結果にもとづき、12～13日に特養、バス、機動支会の組合員と討論し、執行委員会で議論して14日の町長交渉に臨む方針を次のとおり意思統一しました。

①　特別養護老人ホーム・デイサービスセンター・居宅介護支援事業所に関しては「計画案」は納得できない

②　町営バスに関しては「計画案」はやむを得ない。組合員の意向を尊重した対応。

③　町道維持管理（機動）に関しては「計画案」は納得できない。
	
	
	そして、６時間に及ぶ町長交渉の結果、特別養護老人ホーム・デイサービスセンター・居宅介護支援事業所に関しては継続協議となったものの、町営バス・町道維持管理（機動）に関しては「計画案」どおりとし、職員の処遇について当局は、本人の意向を尊重し誠意を持って対応すること、とした内容で確認せざるを得ない厳しい結果となりました。

　町長交渉の結果について、15日にバス・機動支会、16日に特養支会の組合員に報告し、今後に向けて協議します。その結果を執行委員会で協議し、17日勤務終了後の第２回職場集会において、組合員の皆さんに町長交渉の結果の詳細も含めてご報告します。








【１面からの続きです】



　３月11日に発生した地震により、被害を受けた自治体、単組・組合員、県本部の皆さまに心からお見舞い申し上げます。

　自治労中央本部は12日、徳永中央執行委員長を本部長とした対策本部を設置し、救援カンパ、支援活動などの具体的な取り組みを示すこととしましたので、お知らせします。

１．対応の基本姿勢

当面の対応については、本部に情報を集中し、本部から必要な対応を各県本部に指示することとなっていますので、必要の都度、道本部より各地方本部、単組・総支部に情報等をお知らせします。被災地は相当な混乱状況にあることが推測され、地方本部、単組・総支部が独自に情報の提供を求めたり行動を起こすことは、控えていただけるようお願いします。
２．救援カンパの実施

被害が甚大でありかつ被災地が広域に渡っていることを踏まえ、組合員1人1,000円を目標にカンパの取り組みを行います。
３．現地での支援活動

国・省庁に対し、自治労として支援活動協力の意思を伝え、連携して対応します。また連合とも協議を行っていきます。ボランティアの派遣は、関係県も含めた協議の上、別途実施します。
　　また行政の取り組みとしての災害支援には積極的に対応することを基本としますが、派遣などに関わる諸条件・安全衛生について、組合として確認をしていくよう取り組みをお願いします。


	公約を見くらべてみよう①
	北海道新聞
３／11より

	項目
	木村としあき 氏
	高橋はるみ 氏

	経 済

雇 用
	・民間経済人を副知事や重要ポストに起用

・地域の食産業振興の拠点として、農業系大学の機能強化

・地域の企業と高校・大学が連携し、若者を定着させる新たなインターンシップ制度を創設
	・各地の食関連産業と大学･研究機関が連携して「新定番食品」を開発

・陸海空の物流、人的交流を強化する「北東アジア･ターミナル構想」推進

・若者の正規雇用増へ中小企業向けに道独自の雇用奨励金制度創設
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津別町職は推薦します　知事選　木村としあき ／ 道議選　くさか太朗





庁舎以外でご用のある方は書記長の山田（戸籍年金）へ午前中に連絡をください。








　　　　　　　











澤田さんは､北海道労働金庫本部・営業推進部（札幌）に転勤内示があったとのこと


















































津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


